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幕末・明治初期の英和辞書における数学記号一覧表について
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On the Table of Mathematical Signs in the English-Japanese Dictionary
from the end of the Edo-period to the first stage of the Meiji-period
Wataru UEGAKI
Abstract
Dutch-Japanese or English-Japanese dictionaries are required by Japanese translators and interpreters
with the imports of western-mathematics from the end of the Edo-period to the first stage of the Meiji-
period. “Eiwa-Sugaku-Jisyo”（1878）edited by YAMADA MASAKUNI, is the first English-Japanese dic-
tionary for mathematics in Japan and the table of mathematical signs appears as an appendix in its diction-
ary. On the other hand, the table of mathematical signs appears in “Eiwa-Taiyaku-Jisyo”（1872）edited by
ARAI IKUNOSUKE, and those two tables（by YAMADA and ARAI）coincide with every items. It is said
that the original table of that two tables is unknown in the antecedent researches.
The purpose of this paper is to clear the original table by way of the investigation of English-Japanese
dictionaries in the end of the Edo-period and it is concluded that the original table is the one as an appendix
of “Kaisei-Zohho-Eiwa-Taiyaku-Syuchin-Jisyo”（1866）edited by HORIKOSHI KAMENOSUKE.
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1．本論文の目的
幕末から明治初期にかけて西洋数学を輸入し始めた日本が，数学用語・記号に関する蘭和対訳
及び英和対訳の辞書を必要としたのは当然のことであり，その編纂と刊行に多くの時間と労力が
費やされた。その成果は少なからずあり，たとえば，沼津兵学校の教授方手伝でもあった山田昌
邦の『英和数学辞書』（明治11［1878］年3月）は数学用語に関する日本最初の「数学辞書」と
して知られている。それ以前には，洋学者・橋爪貫一の『英算独学』（明治4［1871］年）に見
られる「算術に就て有用なる英語」が34個の記号と109個の用語を収録しており，日本最初の「数
学訳語集」と言ってよい。また，橋爪は明治5［1872］年晩冬に『童蒙必携洋算訳語略解』を著
しているが，この書では主として数学および星学（天文学）の用語が扱われ，いろは順に用語が
掲載され，それに対応する訳語（英語）にカタカナルビが付けられているから和英対訳である。
これに対して，『英算独学』は英和対訳である。『童蒙必携洋算訳語略解』は単語集であるが，用
語によっては簡単な解説が付けられていて，「数学訳語帖」とでも言うことができる。収録され
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ている数学に関する英訳語数（数字を除く）は約160語であり，とても辞書とは言えない。
これら山田昌邦，橋爪貫一の書に関する先行研究としては，吉田勝彦，山口清などの研究があ
り，その中には，数学に係る辞書ではなく，一般的な英和辞書である荒井郁之助の『英和対訳辞
書』（明治5［1872］年晩夏）に言及しているものも見られる。吉田の先行研究では，荒井の『英
和対訳辞書』と山田の『英和数学辞書』の附録として付けられている「ARBITRARY SIGNS」の
中の数学記号一覧表では，数字と数学記号の両者の項目は全く同じであると述べられ，両者の原
本は同じものであるとしつつも，その原本が何であるのかは不明であるとしている。そして，
「…，正確なことは言えないのであるが，『英和対訳辞書』の「Arbitrary signs」と「各国貨幣
度量表」の翻訳に山田昌邦が参画した可能性が考えられ，『英和数学辞書』にその一部を訂
正して転載したものと思われる。少なくとも，両者の原本は同じものであることは明らかで
ある」（1）
と結論づけている。また，山口清の先行研究では，荒井及び山田の辞書に加えて，橋爪の『英算
独学』に収録されている数学記号の一覧についても，
「…荒井「英和対訳辞書」，山田「英和数学辞書」の付録に用いられている共通な原本に據っ
ている」（2）
と述べているが，その原本には言及されていない。
本論文の目的は，上記の先行研究で明らかにされていない原本を特定することにある。結論は
いたって簡単であるが，順序として，最初に幕末・明治初期における蘭和辞書，英和辞書の編纂・
刊行及び再版などの過程を素描し，その後「数学記号一覧表」の原本を明らかにする。
2．幕末期における蘭和及び英和辞書
鎖国時代における日本の西欧との窓口はオランダ（和蘭）であったから，蘭書邦訳のための蘭
和辞書の編纂・刊行が企図されたのは当然のことであり，その仕事に従事したのは和蘭通詞たち
であった。さまざまな試業の後，本邦最初の蘭和辞書として完成したのは『波留麻和解』であり，
『江戸ハルマ』（収録語数約6万4千語）と通称されている。この辞書は，在日オランダ人より
入手したと思われるフランソワ・ハルマ（François Halma）の蘭仏辞書をもとに，稲村三伯を中
心として，実に13年を費やして編纂されたものであった。草稿の完成は寛政8［1796］年，刊本
（30部）は寛政10～11［1798―1799］年頃と推定されている。
その後，稲村三伯の京都における門人・藤林泰助によって，文化7［1810］年に『江戸ハルマ』
の縮抄版である『訳鍵』（収録語数約2万7千語，初版100部，再版100部）が刊行された。これ
らの蘭和辞書が蘭書邦訳に果たした役割はきわめて大きい。『江戸ハルマ』という名称は，後に，
オランダ商館長ヘンドリック・ドゥーフ（Hendrik Doeff）が同じくフランソワ・ハルマの蘭仏辞
書をもとにして作成した草稿を用いて和蘭通詞たちが完成させた蘭和辞書である『道訳波留麻』
または『ドゥーフ・ハルマ』を『長崎ハルマ』と称するようになったからである。『長崎ハルマ』
の全体が完成したのは『江戸ハルマ』刊行の30数年後の天保4［1833］年のことである。その後，
幕府から『ドゥーフ・ハルマ』の改訂増補版の出版が許可され，幕府の侍医法眼桂川甫周によっ
て，書名を『和蘭字彙』と改めて刊行されたのである。前部は安政2［1855］年，後部は安政5
［1858］年のことであった。なお，『長崎ハルマ』及び『和蘭字彙』の収録語数は『江戸ハルマ』
と大差ないようである。こうして，江戸時代に編纂された蘭和辞書は，年代順に，
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『波留麻和解』（『江戸ハルマ』）寛政8［1796］年
『訳鍵』文化7［1810］年
『道訳波留麻』（『長崎ハルマ』）天保4［1833］年
『和蘭字彙』安政5［1858］年
の4種であった。
蘭和辞書の編纂に傾倒している中，文化5［1808］年にフェートン号事件が勃発し，その後の
イギリス船及びロシア船の度重なる来航に驚いた幕府は和蘭通詞たちに英語及び露語を兼学する
ことを命じたのである。通詞たちは大通詞の役職にあった本木正栄を世話役とし，オランダ商館
の荷倉役を勤めていた英語のできる蘭人ヤン・コック・ブロムホフ（Jan Cock Blomhoff）を師と
して英語の学習を始めた。その最初の成果が文化8［1811］年の『諳厄利亜興学小筌』であった。
この書は“辞書”というよりは，英単語集・英会話集（収録語数約2000語）とでも言ったほうが
適切である。
この『興学小筌』が完成した年の9月に，幕府から新たに英和辞書編纂の命が下り，本木正栄，
楢林高美，吉雄永保が中心となって編纂されたのが『諳厄利亜語林大成』（文化11［1814］年）
である。この『語林大成』の収録語数は約6000語であるから，未だ“辞書”と言える域に達して
いないが，その先駆けと言えよう。また，『語林大成』は『興学小筌』とともに幕府の秘本とし
て秘蔵され，写本を作って広く利用されることもなかった。そして，その存在が一般に知られる
ようになったのは明治になってからであった。したがって，英和辞書の先駆けとも言える『語林
大成』の利用はごく限られた範囲にとどまった。
『語林大成』が完成した文化11［1814］年以後，前述したように，天保4［1833］年に『長崎
ハルマ』が完成されるなどしたが，当時の幕府としては蘭学よりも英語の修学者をより多く養成
することを望んだのであり，再び長崎の和蘭通詞に英語の習得を命じた。嘉永元［1848］年10月
から翌年3月にかけて，ラナルド・マクドナルド（Ranald MacDonard）に教えを受けて，森山栄
之助ら14名の和蘭通詞が英語を学んだのも幕府の命であった。その成果が森山栄之助，西吉兵衛，
楢林栄七郎，名村五八郎らによる『エゲレス語辞書和解』の編纂であるが，これは途中で中断さ
れ，Aの部と Bの部までの完結しないものとなった。この中断は日米修好通商条約が調印され
る運びとなり，彼らが通訳活動に従事することになったからだと言われている。
森山たち和蘭通詞は長崎から江戸へと移り，幕府の翻訳方あるいは蕃書調所教授方として活躍
することになる。この中に，後に『英和対訳袖珍辞書』の編纂主任を務めた堀達之助がいた。江
戸幕府は文化8［1811］年，天文方の中に蛮書和解御用を設置して，各種の洋書を翻訳させてい
たのであるが，この機関の機能を拡張して，安政2［1855］年に「洋学所」と改めた。しかし，
儒学者を中心とする保守派の反対もあって，翌年2月に「蕃書調所」と改称され，さらに文久2
［1862］年には「洋書調所」と改められたのである。この洋書調所の教授方であった堀達之助を
中心として文久2［1862］年12月に刊行されたのが本邦最初の本格的な英和辞書『英和対訳袖珍
辞書』である。洋書調所は翌3［1863］年8月に「開成所」と改称されたので，この辞書は「開
成所辞書」とも呼ばれた。この辞書の初版本はわずか200部であったが，慶応2［1866］年の『改
正増補英和対訳袖珍辞書』は1000部発行されたし，翌慶応3［1867］年にはさらに増刷された。
また，この辞書の形は横長で大きく，昔の木枕に似ているところから「枕辞書」とも呼ばれた。
『袖珍辞書』の底本は安政4［1857］年に再版されたピカルト（Hendricus Picard）の，
A new pocket dictionary of the English and Dutch languages（初版は天保14［1843］年）
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であり，袖珍とは「袖に入れて携帯するのに便利な」という意味である。すなわち，今日言うと
ころのポケット版のことである。
静岡県立中央図書館葵文庫所蔵のピカルトの再版本（1857年版）は縦15cm×横12cm，本文483
頁であり，ポケット版と言えるが，『袖珍辞書』は「枕辞書」と呼ばれたように，初版本のサイ
ズは大きいもので，縦16．4cm×横20．4cm×厚さ6cm，本文953頁の大部なものであり，とても
袖に入るようなポケット版とは言えない。筆者所蔵の慶応3［1867］年版は，縦14cm×横21．1cm
×厚さ8cm，本文499丁（998頁）とさらに大部なものである。
3．『英和対訳袖珍辞書』とその後裔
『袖珍辞書』編纂の中心となったのは和蘭通詞中山作三郎の五男として長崎に生まれ，同業の
和蘭通詞堀儀左衛門の養子となった堀達之助である。彼は嘉永6［1853］年のペリー初来航の際
には主席通訳を，翌安政元［1854］年のペリー再来航の際には次席通訳を務めたが，安政2［1855］
年の奉行宛請願書の隠匿に係るリュードルフ事件に巻き込まれて，4年余の獄中生活を余儀なく
される。しかし，安政6［1859］年10月に蕃書調所頭取・古賀謹一郎の嘆願によって出牢を許さ
れ，蕃書調所翻訳方に抜擢された。そして，『袖珍辞書』編纂時は洋書調所教授方であった。
『袖珍辞書』には堀自身の手になる序文（英文）が付けられており，そこには堀を助けた同僚
の氏名が見られる。それは西周助，千村五郎，竹原勇四郎，箕作貞一郎の4名である。『袖珍辞
書』はわずか200部しか印刷されなかったので，当時の需要に対応しきれなかったことから，慶
応2［1866］年に『改正増補英和対訳袖珍辞書』が発行され，さらに慶応3［1867］年には増刷
されたのであるが，この改正増補版を編纂したのは堀越亀之助であった。初版の編纂主任であっ
た堀達之助は前年の慶応元［1865］年6月に箱館奉行通詞の発令を受けて9月箱館に赴任し，江
戸にいなかったため堀越が主任となったのであろう。堀越による序文（英文）には彼を補助した
人物として「柳河春三，田中芳男ほか」と記されている。
明治2［1869］年に薩摩藩士高橋新吉（良昭）たちが洋行の費用調達のため，堀越亀之助の改
正増補版をもとにし，フルベッキ（G. F. Verbeck）の助力を得て，『和訳英辞書』を上海の Ameri-
can Presbyterian Mission Pressから出版した。通称『薩摩辞書』と呼ばれており，編者は「日本薩
摩学生」となっている。その扉には，“THIRD EDITION REVISED”とあるから，堀達之助編纂の
辞書を第一版，堀越亀之助編纂の辞書を第二版と看做していることになる。この『薩摩辞書』は
明治4［1871］年に『大正増補和訳英辞林』（英文タイトルには “FOURTH EDITION REVISED”
とある）として再版されるが，この再版本の特徴は発音表記に初めてウェブスター方式を採り入
れたことであり，その後も版を重ね続けた。そして，この辞書の変形と見るべき辞書は多く，明
治5［1872］年の荒井郁之助『英和対訳辞書』（実質の編纂は開拓使の久保包直）もその1つで
ある。したがって，荒井の『英和対訳辞書』に至るまでの英和辞書の編纂・刊行・再版等の過程
は，
①堀達之助『英和対訳袖珍辞書』文久2［1862］年 初版本【第一版】
②堀越亀之助『改正増補英和対訳袖珍辞書』慶応2［1866］年 堀の改正再版本【第二版】
③ 同上『改正増補英和対訳袖珍辞書』慶応3［1867］年 堀越の重版本【第二版の増
刷】
④薩摩学生『和訳英辞書』明治2［1869］年 堀越の海賊版【第三版】
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⑤ 同上『大正増補和訳英辞林』明治4［1871］年 薩摩学生の改正再版本【第四版】
⑥荒井郁之助『英和対訳辞書』明治5［1872］年 薩摩学生の海賊版
となる。上記の①から⑤までを【 】書きで「第一版」～「第四版」と記したが，これは原本の
写真1『袖珍辞書』文久2年版［複製本］筆者蔵 写真2『袖珍辞書』慶応2年再版［複製本］
SECOND AND REVISED EDITIONとある。筆者蔵
写真4『和訳英辞書』明治2年版［複製本］
THIRD EDITION REVISEDとある。筆者蔵
写真3『袖珍辞書』慶応3年重版［原本］
SECOND AND REVISED EDITIONとある。筆者蔵
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表記を根拠としている。本来，⑥は【第五版】とすべきであるが，原本にそのような表記は見ら
れないのである。これらのことは，写真1～6によって確認できる。
写真6『英和対訳辞書』明治5年版［原本］筆者蔵
しかし，荒井郁之助の『英和対訳辞書』に
は，［写真6］のように「第五版」というよ
うな表記は見られない。その「序文」にも「例
言」にも薩摩辞書の後裔であることを示唆す
る文言は一切ないが，内容を精査すると，明
らかに薩摩辞書をもとにしていることがわか
る。たとえば，附録として付けられている「不
規則動辞表」の冒頭を比較しても，［写真7］，
［写真8］に見るようにまった く同じであ
る。
写真5『大正増補和訳英辞林』明治4年版［原本］
FOURTH EDITION REVISEDとある。筆者蔵
写真7 荒井『英和対訳辞書』明治5年 写真8 薩摩学生『和訳英辞書』明治2年
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4．数学記号一覧表の原本について
第1節で紹介した先行研究で言及されていた山田，橋爪，荒井の数学記号一覧表を［写真11］，
［写真12］，［写真13］で比較してみると，採り上げられている記号の順序や和訳の仕方などに若
干の相違点が見られるものの，その記号及び記号数は2個を除いてすべて同じである。それらを
一覧すると下記のように34個となる（たとえば，f，F，φ は1個とみなす）。なお，［写真11］
～［写真19］は本文の後に一括して掲載しているので，参照されたい。
上記の34個をすべて網羅しているのは橋爪であり，山田と荒井では四乗方根，五乗方根の記号
が省略されて32個となっている。しかし，数学記号一覧表としては大差ない。このような34個の
数学記号一覧表の初出文献は［写真14］に見られるように，慶応2［1866］年に刊行された堀越
亀之助の『改正増補英和対訳袖珍辞書』の附録においてである。すでに第3節で見たように，堀
越の改正増補版は文久2［1862］年の堀達之助の『袖珍辞書』初版本をもとにしているから，数
学記号一覧表は堀の初版本に掲載されていたものではないかと思われるが，実は初版本には見ら
れないのである。そもそも，初版本には附録というものはまったく付けられていない。
したがって，次に考えられるのは，『袖珍辞書』の底本となったピカルト（H. Picard）の安政
4［1857］年再版本に数学記号一覧表が掲載されていたが，堀の初版本では省略され，堀越の再
版本で採り上げられたのではないかということである。しかし，静岡県立中央図書館葵文庫所蔵
のピカルトの再版本（1857年版）を見ても，数学記号一覧表は掲載されていない。したがって，
当該の数学記号一覧表は堀越の改正増補版において初めて登場したことになる。
堀越の慶応2年改正増補本が文久2年初版本と相違する点の1つは附録の付加である。附録と
して付けられているのは，
① TABLE OF IRREGULAR VERBS 不規則動辞表
② ABBREVIATIONS EXPLAINED
③ ARBITRARY SIGNS 象形記号之解（数字，数学記号，商売記号，医薬秤量，語学記号）
の3種類であり，慶応3年重版本の附録も同様である。ここで，①と③には日本語訳が付けられ
ているのに対して，②にそれがないのは，もともとの『袖珍辞書』原本にないからである。
慶応2［1866］年の堀越亀之助『改正増補英和対訳袖珍辞書』に初めて付けられた附録を堀越
ら日本人が白紙の状態から作成したとは考えにくいことから，その原本の存在が予想される。こ
こで，早川勇『ウェブスター辞書と明治の知識人』の次の一文が手がかりとなる。
「慶応二年（一八六六）の『改正増補英和対訳袖珍辞書』は次の二点を特色とする。附録の
付加と訳語の充実である。（中略）第二の特色は，「不規則動辞表」（二十二頁）「ABBREVIA-
TIONS EXPLAINED」（十六頁）「ARBITRARY SIGNS．象形記号之解」（六頁）の附録を巻
末に挿入した点である。「不規則動辞表」を除いた附録はウェブスター辞書から転載した。
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年代的にはウェブスター大辞典の一八六四年版を利用したとしても不思議ではないが，堀越
は一八五九年版を利用した」（3）（下線―筆者）
筆者が東京大学総合図書館所蔵の1859年版ウェブスター大辞典（縦26．5cm，横21cm，厚さ11cm）
を調査したところ，［写真19］に見られるように数学記号一覧表が附録として付けられているこ
とが判明した。この数学記号一覧表に収録されている数学記号は堀越の『改正増補英和対訳袖珍
辞書』のものとかなり一致している。したがって，数学記号一覧表の原本は1859年版のウェブス
ター大辞典，すなわち，ノア・ウェブスター（Noah Webster）の娘婿で，当時イェール大学教授
であったグッドリッチを編集主幹として編纂された，
“An American dictionary of the English language” Rev. and enl.［ed.］/ by Chauncey A. Goodrich，1859
であることは明らかである。
次に問題となるのは，この数学記号一覧表の邦訳を担当したのは誰かということであるが，考
えられる人物はただ1人しかいない。それは柳河春三である。慶応2年改正増補版には，初版本
に付けられた堀達之助の序文（英文）が再録され，続けて堀越自身の序文（英文）が付けられて
いる（［写真18］を参照）が，その中に，
I have done so with the kind assistance of my learned friends YANAGAWA SUNSAN, TANAKA
YOSIWO & others for which I must express them my warmest thanks.
写真9 『洋算用法初編』安政4年 筆
者蔵
とあり，柳河春三と田中芳男が編纂に参画していることが
わかる。田中は博物学，本草学などを専門とし，後に東京
帝国博物館館長を務めた人物であるから数学とは遠い位置
にある。これに対して，柳河は蘭学，数学，医学，化学な
どを専門とし，すでに安政4［1857］年には，日本に洋算
を紹介した最初の書である『洋算用法初編』を著した実績
を有している。この『洋算用法初編』について，日本学士
院編『明治前日本数学史』では，
「算用数字を用いる計算方法，すなわち筆算に関する
最初の文献は，柳河春三の洋算用法初編である」
「洋算の語もこの書を以て嚆矢とする」（4）
と解説されている。そして『洋算用法初編』では，右の［写
真9］に見るように加減乗除に関する数学記号が蘭語の読
みを付けて紹介されているのである。
したがって，結論は以下のようになる。すなわち，慶応
2年改正増補版の『袖珍辞書』に初めて付けられた数学記
号一覧表は1859年版のウェブスター大辞典を原本として，
柳河春三がその邦訳を担当し，私見も加えて出来上がったものであり，その数学記号一覧表が荒
井郁之助『英和対訳辞書』（開拓使蔵版，明治5年）及び山田昌邦『英和数学辞書』（明治11年）
に付けられた数学記号一覧表のもとになったのである。また，『袖珍辞書』文久2年初版が英蘭
辞書を底本としたのに対して，慶応2年改正増補版はウェブスター英和辞書の影響を受けている
ことからわかるように，文久から慶応にかけては蘭学から英学への転換期にあたっていると言え
る。
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5．数学記号一覧表の比較検討
堀越の『袖珍辞書』（慶応2年版，3年版），薩摩辞書（明治2年版，4年版），橋爪『英算独
学』，荒井『英和対訳辞書』，山田『英和数学辞書』に付けられた数学記号一覧表は，記号数及び
記号の邦訳において軽微な違いが散見される。本節では，それらの比較検討とともに各辞書の相
互関係を考察したい。以下においては，下記のような略称を用いることとする。なお，それぞれ
の「辞書」は年代順に列挙した。
Webster’s Dictionary “An American dictionary of the English language” ………………Webster
Rev. and enl.［ed.］/ by Chauncey A. Goodrich，1859
堀越亀之助『改正増補英和対訳袖珍辞書』慶応2［1866］年再版本………………堀越①
堀越亀之助『改正増補英和対訳袖珍辞書』慶応3［1867］年重版本………………堀越②
薩摩学生『和訳英辞書』明治2［1869］年版…………………………………………薩摩①
薩摩学生『大正増補和訳英辞林』明治4［1871］年版………………………………薩摩②
橋爪貫一『英算独学』明治4［1871］年版……………………………………………橋爪
荒井郁之助『英和対訳辞書』明治5［1872］年版……………………………………荒井
山田昌邦『英和数学辞書』明治11［1878］年版………………………………………山田
上記の各辞書における数学記号について，記号数，順序，和訳，英語表記などを比較して一覧
表にしてみると，以下のようになる。なお，堀越②は堀越①の重版であり，相違点がないことか
ら，一括して「堀越①②」とした。
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Websterと堀越①を比較して，まず目につくのは記号数において異なることである。堀越①に
はWebsterには見られない7個の記号が付加されている。その7個とは，三乗方根，四乗方根，
五乗方根，R，h，m，sである。もっとも，説明文の中に四乗方根の記号があるから，厳密に言
えば6個となる。堀越①では，この説明文を省略し，四乗方根の記号を参考にして，「三乗方根，
四乗方根，五乗方根」の3個を付加したのであろう。ここで新たに気づくことは，記号「 」の
和訳である。Websterでの「fifth root of x」を堀越①は「四乗方根」と和訳していて，番号が1つ
ずれているのである。他も同様である。これは何故なのだろうか。ここで思い至るのは和算の用
語法である。和算では，算盤（「さんばん」と
読む）に算木を置いて計算したが，その算盤図
は［写真10］に見ることができる。
中国伝来の方程式解法に関する天元術を詳し
く解説した和算書である佐藤茂春『算法天元指
南』（元禄11［1698］年）の版木が焼失したた
め，寛政4［1792］年に藤田貞資がこれを改訂
して刊行したのが『改正天元指南』である。
中央の縦列を見ると「商，實，方，初廉，次
廉，三廉，四廉，五廉」となっている。「商」
は答え，「實」は定数項が置かれる場所であり，
次から順に1乗，2乗，3乗，…と続くのであ
る。したがって，5乗の位置は「四廉」となる
から，「 」の和訳が「四乗方根」となったの
ではないだろうか。他にも，和算用語の影響と
考えられるものとしては，積分記号の和訳に用
いられている「禾」（「か」と読む）という用語
がある。これは穀物あるいは穀物の堆積の意で
あるから，積み重ねるという趣旨で使用された
のであろう。
次の4個の記号「R，h，m，s」を付加したのは柳河春三の判断であろう。Rについては，Web-
sterに，「R°＝radius in degrees of arc」とあることから，Rを半径の記号として独立させたのでは
ないかと思われる。また，柳河の『洋算用法初編』では，角度の度，分，秒に関連して時間の時，
分，秒が扱われていることから，柳河の判断で堀越①に付加したのであろう。さらに，除法の記
号はWebsterでは「÷」だけであるが，堀越①では「：」が付加されている。これも柳河の判断
によるものであろう。
次に，堀越①では「＋，－」の和訳に「電極の陰陽，寒暑針」が例示されているが，原本の
Websterにはそれがない。これを付加した意図は判然としない。また，累乗方根に関連して，Web-
sterでは「82，83」などのように累乗に関する説明がなされているが，堀越①ではこれは無視さ
れている。その意図も判然としない。
以上で，堀越①とその原本であるWebsterの比較を終えて，次に前ページの比較一覧表にもと
づいて，堀越①から山田までの比較検討を行うと，以下のことが明らかになる。
（1）堀越②は堀越①の版下をそのまま用いて増刷りしたのであるから，当然のことながら，一
写真10『改正天元指南 巻一』寛政7年再刻 筆者蔵
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字一句相違は見られない。
（2）橋爪の数学記号一覧表は，英語表記がない，比例式の数値例がない等の特徴が見られるこ
と，しかし，記号数は堀越①②と同じであることから，堀越①②を下敷きとして，独自に作成さ
れたものと思われる。
（3）薩摩①は記号数を除き，すべて堀越①②と同じであるから，明らかに堀越①②を踏襲して
いることがわかる。そして，新たに版を起こしたとき，三乗方根の記号まで掲載すれば，それ以
後は同様に考えられるとして四乗方根，五乗方根の記号を削除したのであろう。
（4）薩摩②はすでに見たように，発音表記にウェブスター方式を採り入れたこと等の新しい特
徴を持っていた。すなわち，［写真5］にも見られるように，辞書名に「PRONOUNCING DICTION-
ARY」と大きく印刷されていて，薩摩①の単なる再版ではないと言える。また，発音を区別す
るための符号がアルファベットに付けられていることから，版を全面的に作り直したと考えられ
る。加法の記号「＋」と乗法の記号「×」が逆になっているのは，この改版のとき，編纂者のミ
スあるいは印刷上の不手際があったためではないかと考えられる。
（5）荒井の数学記号一覧表は，「＋」と「×」の逆転も含めて，薩摩②とすべて同じである。
さらに詳細に調査すると，例言あるいは序文の後の「音調基表」，「略語之解」もまったく同じで
あり，薩摩②に採用された「発音を区別するためにアルファベットに付けられた符号」の細部に
至るまですべて同じである。したがって，薩摩②と荒井とでは辞書のサイズが異なるから，荒井
は新しく版を起こしたであろうが，薩摩②の“完全で忠実な再版”であると言える。
（6）山田の数学記号一覧表は上記すべての辞書とは異なる。それは，山田の辞書は「数学の辞
書」であり，それ以外は「一般的な辞書」だからである。端的な例が「＋，－の和表記」である。
山田以外の辞書が「電極の陰陽」や「寒暑針」の例を掲載しているが，それらは数学の辞書には
不必要と山田は考えたのであろう。後述するように，少なくとも山田は荒井の辞書を知っていた。
したがって，自身の『英和数学辞書』の編纂にあたって，附録の数学記号一覧表だけは，堀越①
②～荒井に付けられた数学記号一覧表を改訂して採用したのだと考えられる（5）。
6．結 語
ここで改めて吉田勝彦の先行研究を振り返ってみよう。吉田は「正確なことは言えないが」と
断りつつ，「『英和対訳辞書』の「Arbitrary signs」と「各国貨幣度量表」の翻訳に山田昌邦が参画
した可能性が考えられ，『英和数学辞書』にその一部を訂正して転載したものと思われる」と述
べていた。しかし，山田が荒井の『英和対訳辞書』の翻訳に参画したとはとても思えない。もし，
山田が荒井の数学記号一覧表を見たとすれば，「＋」と「－」の逆転など生じなかったはずであ
る。そして，荒井の『英和対訳辞書』が発行されたのは明治5年の夏であるが，その同じ夏に山
田は『幾何学』（全3巻）を翻訳発行しているのであるから，たとえば「Rの和訳」に見るよう
に，「半径」だけでなく，「直角或は半径」などの和訳を付けたのではないかと推測される。
確かに，荒井が明治5［1872］年4月に開拓使仮学校長に着任してから翌6［1873］年3月に
退職するまでの1年間，山田もまた開拓使仮学校に勤務（数学担当）していたから，荒井から辞
書編纂にあたって数学の面について相談を受けた可能性は否定できない。しかし，「＋」と「－」
の逆転などを見るかぎり，数学に通暁している山田が翻訳に参画したとは到底考えられない。さ
らに，筆者が作成した前記の「数学記号に関する比較一覧表」の荒井と山田の各項目を比べてみ
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写真11 山田昌邦『英和数学辞書』明治11年版 東北大学附属図書館所蔵
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写真12 橋爪貫一『英算独学』明治4年版 国立国会図書館近代デジタルライブラリー
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写真13 荒井郁之助『英和対訳辞書』明治5年初版［原本］筆者蔵
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写真14 『改正増補英和対訳袖珍辞書』慶応2年版［複製本］筆者蔵
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写真15 『改正増補英和対訳袖珍辞書』慶応3年重版［原本］筆者蔵
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写真16 薩摩学生『和訳英辞書』明治2年版［複製本］筆者蔵
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写真17 薩摩学生『大正増補和訳英辞林』明治4年版［原本］筆者蔵
写真18 堀越『改正増補英和対訳袖珍辞書』の序文（英文）慶応3年重版［原本］筆者蔵
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写真19 Webster’s Dictionary 東京大学総合図書館所蔵
“An American dictionary of the English language” Rev. and enl.［ed.］/ by Chauncey A. Goodrich，1859
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れば，吉田が先行研究で述べていることは極めて信憑性に欠けると言わざるをえない。
注
（1）吉田勝彦「山田昌邦『英和数学辞書』について」（富士短期大学学術研究会『富士論叢』第22巻第2号，昭
和52年11月3日に所収），p．10
（2）山口清「橋爪貫一“英算独学”，“童蒙必携洋算訳語略解”における英語の数学用語の選択について」（『九
州産業大学国際文化学部紀要』第10号，1997年），p．65
（3）早川勇『ウェブスター辞書と明治の知識人』春風社，2007年11月23日，p．183
（4）日本学士院編『明治前日本数学史』岩波書店，第四巻 p．162，第五巻 p．422
（5）山田の『英和数学辞書』の本体の底本は，Charles DaviesとWilliam G. Peckの，Mathematical dictionary and cy-
clopedia of mathematical science（初版は1855年）であると言われている（上記（1）の p．11）が，詳細な再検
証が必要である。
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